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求
め
ら
れ
る
意
識
醸
成

　
（
1
）
総
論

　

わ
が
国
は
、
他
国
に
先
駆
け
て
「
人
口

減
少
・
超
高
齢
社
会
」
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
で
は
、
60
年
の
総
人
口
は
約

8
7
0
0
万
人
ま
で
減
少
し
、
高
齢
化
率

は
将
来
的
に
41
％
程
度
ま
で
上
昇
す
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
地
方
部
で
よ
り
顕
著
で

あ
り
、
東
京
圏
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
部

へ
の
過
度
の
人
口
移
動
も
相
ま
っ
て
、
中

山
間
地
域
で
は
集
落
の
維
持
・
存
続
す
ら

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
現

状
を
打
破
し
て
い
く
た
め
に
、
官
民
の
垣

根
を
越
え
て
「
地
方
創
生
」
に
関
す
る
議

論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
地
方
創
生
に
お

い
て
、
観
光
も
一
つ
の
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
に
伴
う
国
内
旅
行
者
数
の
減
少
な
ど
を

背
景
に
、
地
方
創
生
の
一
つ
の
処
方
箋
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済
成
長
や

ビ
ザ
要
件
の
緩
和
な
ど
も
背
景
に
、
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

13
年
に
は
1
0
0
0
万
人
の
大
台
を
突
破

し
、
政
府
は
30
年
に
は
3
0
0
0
万
人
を

達
成
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
最

新
の
統
計
で
は
、
15
年
1
〜
4
月
の
訪

日
外
国
人
旅
客
数
は
5
9
0
万
人
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
同
期
比
で
43
・
6
％
増
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人
旅
行

消
費
額
は
、
調
査
開
始
の
10
年
以
降
、
翌

年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
落
ち
込
み
を

除
き
毎
年
増
加
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、
14

年
に
は
2
兆
円
を
突
破
し
、
15
年
1
〜

3
月
は
7
0
6
6
億
円
と
前
年
同
期
比
で

64
・
4
%
増
加
し
た
（
図
表
1
、
13
㌻
）。

　
（
2
）
地
域
に
お
け
る
観
光
の
現
状
と

課
題

　

前
述
の
通
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
訪
問
地
は
、

東
京
か
ら
富
士
山
を
経
て
京
都
・
大
阪
に

至
る
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」

に
依
然
と
し
て
集
中
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
現
状
と
課
題

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
の
考
察

日
本
総
研

小
林
味
愛

日本再生への道� 連 載

　
わ
が
国
は
、
急
激
な
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
へ
と
突
入
し
て
い
る
。
特
に
地
方
部
か
ら
都
市
部
へ
の
人
口
流
入
も
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
研
究
機
関
は
、
全
国
の
半
数
の
自
治
体
を
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
指
定
し
た
。
こ
の
よ
う

な
中
、
地
域
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
①
地
域
内
の
モ
ノ
を
特
に
地
域
外
で
売
る
こ
と
②
地
域
外
か
ら
の
来
訪
者
（
観
光

客
ま
た
は
移
住
者
）を
増
や
す
こ
と
に
よ
る
地
域
内
で
の
消
費
拡
大
─
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、観
光
に
よ
る
地
域
経
済・

産
業
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
国
内
旅
行
者
数
の

減
少
な
ど
を
背
景
に
、
地
方
創
生
の
一
つ
の
処
方
箋
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
促

進
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
必
要
と
な
る
地
域
の
意
識
の
醸
成
や
人
材
の
育
成
に
焦
点
を
当
て
て
、
地
方
創
生
の
観
点
か

ら
そ
の
現
状
と
課
題
を
事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
考
察
す
る
。
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都
道
府
県
別
の
訪
問
率
は
、
東
京
都

（
48
・
5
％
）、
大
阪
府
（
34
・
1
％
）、

京
都
府
（
27
・
9
％
）
が
上
位
を
占
め
て

い
る
（
図
表
2
）。
ま
た
、
14
年
に
「
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
投
稿
さ
れ
た

外
国
語
の
口
コ
ミ
数
の
都
道
府
県
別
割
合

は
、
東
京
都
、
京
都
府
、
大
阪
府
の
3
都

府
で
全
体
の
口
コ
ミ
数
の
約
6
割
を
占
め

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
今
後
さ
ら
な
る
増
加
が
期
待

さ
れ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
客
を
い
か
に
し

て
地
域
に
呼
び
込
み
、
地
域
内
で
の
消
費

を
拡
大
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。
こ

の
点
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
や
「
訪
日
外

国
人
旅
行
者
」
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
地

域
に
よ
っ
て
訪
日
外
国
人
旅
行
客
の
国

籍
・
地
域
の
順
位
は
異
な
り
、
ま
た
、
旅

行
形
態
も
団
体
旅
行
で
は
な
く
個
人
旅
行

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
ご
と
に

適
切
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
選
定
し
、
そ
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
地
域
資
源
を
観
光
資
源
と

し
て
価
値
化
し
、
移
動
手
段
の
利
便
性
向

上
、
多
言
語
対
応
、
無
線
L
A
N
環
境
整

備
な
ど
の
受
け
入
れ
体
制
を
構
築
し
た
う

え
で
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
地
域
を
訪
問
す
る
こ
と

を
「
選
択
」
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
な

に
よ
り
も
「
そ
の
地
域
で
し
か
経
験
で
き

な
い
魅
力
（
そ
の
地
域
を
訪
問
す
る
理
由

付
け
）」
を
磨
く
と
い
う
視
点
を
常
に
念

頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
魅
力
の
ス

ト
ー
リ
ー
づ
く
り
も
当
然
行
う
必
要
が
あ

る
が
、
前
提
と
し
て
、
そ
の
魅
力
や
魅
力

を
磨
く
た
め
の
取
り
組
み
に
関
す
る
住
民

を
含
め
た
地
域
の
様
々
な
関
係
者
の
共
通

認
識
・
意
識
の
醸
成
、
取
り
組
み
を
リ
ー

ド
し
魅
力
を
伝
え
る
人
材
の
育
成
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
最
も
難
し
い
こ

と
で
も
あ
る
。
特
に
、
共
通
認
識
・
意
識

の
醸
成
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
み
な
ら
ず

既
存
の
観
光
事
業
者
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
推
進
に
関
す
る
意
識
が
低
い
と
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
あ
り
、
事
業
者
や
住

民
も
含
め
た
地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
意
識
醸

成
が
必
要
で
あ
る
（
図
表
3
、
14
㌻
）。

　

そ
れ
で
は
、
地
域
の
様
々
な
関
係
者
の

共
通
認
識
・
意
識
を
ど
の
よ
う
に
醸
成
し
、

取
り
組
み
を
リ
ー
ド
し
魅
力
を
伝
え
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

当
然
、
方
程
式
の
よ
う
に
共
通
の
解
は
存

在
し
な
い
が
、
地
域
で
実
践
さ
れ
始
め
て

い
る
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
を
通
し
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

地
域
の
取
り
組
み
事
例

　
（
1
）
里
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
住

民
の
理
解
（
飛
騨
市
古
川
町
）

　

岐
阜
県
飛
騨
市
古
川
町
で
は
、
訪
日
外

国
人
向
け
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供

す
る
「
美ち

ゅ

ら
地ぼ

し球
」
が
中
心
と
な
っ
て
飛

騨
地
域
に
残
る
景
観
、
民
家
、
文
化
な
ど

の
「
里
山
資
源
」
を
活
用
し
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
通
じ
て
交
流
人
口
・
定
住
人
口
を
増
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（出所）JNTO資料および観光庁「訪日外国人消費動向調査」をもとに日本総研作成

〈図表1〉訪日外国人旅行者数および訪日外国人旅行消費額の推移

0

10

20

30

40

50
（％）

沖
縄
県

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

長
野
県

山
梨
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

新
潟
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

10.7

0.6 0.3 0.7 0.3 0.3 0.2 0.3 1.7 0.4 0.8

13.4

48.5

11.8

0.5 1.7 1.9 0.2
6.2
3.5 3.3 4.8

9.1

0.5 0.6

27.9
34.1

6.9 6.4
1.9 0.2 0.2 0.9

3.4
0.2 0.2 0.9 0.5 0.2

11.3

0.5
3.0 4.9

6.1
0.3 0.7

6.5

（出所）観光庁「訪日外国人消費動向調査」をもとに日本総研作成

〈図表2〉都道府県別訪問率（観光・レジャー目的、2014年）
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や
し
、
地
域
の
里
山
資
源
が
継
承
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
主
に
①
飛
騨
里
山
サ
イ
ク

リ
ン
グ
②
ア
ー
ト
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
③
タ
ウ

ン
＆
ビ
レ
ッ
ジ
ウ
オ
ー
ク
④
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
（
貸
家
ビ
ジ
ネ
ス
）
─
と
い
う
四
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
な
か
で

も
飛
騨
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
参
加
者
数

は
、
毎
年
2
倍
以
上
増
加
し
て
い
る
。
14

年
は
年
間
約
2
0
0
0
人
を
集
め
、
そ
の

う
ち
約
7
割
（
約
1
4
0
0
人
）
は
、
個

人
旅
行
割
合
の
多
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

米
国
を
は
じ
め
と
し
た
外
国
人
観
光
客
で

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
飛
騨
里
山
サ
イ
ク

リ
ン
グ
は
、
飛
騨
の
田
ん
ぼ
や
農
作
業
の

風
景
を
観
光
客
に
見
て
も
ら
う
の
み
で
な

く
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
地
元
の
人
々

と
の
会
話
を
は
じ
め
、
地
域
の
日
常
生
活

に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
特

長
で
あ
り
、
外
国
人
観
光
客
の
主
要
認
知

経
路
で
あ
る
ク
チ
コ
ミ
サ
イ
ト
「
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
口
コ
ミ
評
価
で
日

本
一
と
な
る
な
ど
、
外
国
人
観
光
客
を
魅

了
し
続
け
て
い
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
地
元
の
人
々

か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
が
構
築
で
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、「
里
山
」
と

い
う
こ
れ
ま
で
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
住
民
の
日
常
生
活
の
一

部
を
観
光
資
源
と
し
て
価
値
化
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。
観
光
は
一
般
的
に
は
、

観
光
客
が
地
域
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

発
生
す
る
交
通
渋
滞
や
風
紀
の
乱
れ
な
ど

の
い
わ
ゆ
る
「
観
光
公
害
」
が
懸
念
さ
れ
、

地
域
住
民
に
疎
ま
れ
る
面
が
あ
る
こ
と
も

否
め
な
い
。
こ
の
点
、「
美
ら
地
球
」
は
、

地
元
の
人
々
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

た
め
に
、「
飛
騨
民
家
の
お
手
入
れ
お
助

け
隊
」
を
は
じ
め
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
飛
騨
地
域
の
古
民
家
に
係

る
調
査
の
情
報
共
有
の
場
の
設
定
な
ど
、

日
常
か
ら
地
域
の
人
々
と
数
多
く
の
接
点

を
持
つ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

「
飛
騨
民
家
の
お
手
入
れ
お
助
け
隊
」
は
、

お
手
入
れ
を
希
望
す
る
住
民
の
家
を
掃
除

す
る
も
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
募
し
て
い
る
。
単
に

古
民
家
を
掃
除
す
る
の
み
で
な
く
、
参
加

者
が
木
の
伝
統
的
な
ふ
き
方
を
学
ん
だ
り
、

家
主
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
点
が
特
長
で
あ
り
、

海
外
か
ら
も
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
た
め
に
来
日
す
る
人
も
い
る

と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
単
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
実
施
し
た
か
ら
成
功
し
て
い

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
域
の
理

解
を
促
進
す
る
た
め
に
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
日
常
か
ら
地
域
の
人
々
と
数
多
く

の
接
点
を
持
つ
た
め
の
地
道
な
取
り
組
み

を
実
施
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
、
結
果
と

し
て
外
国
人
観
光
客
を
魅
了
で
き
る
観
光

資
源
の
価
値
化
に
繋つ

な

が
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
外
国
人
観
光
客
の

満
足
度
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
や
地
元

企
業
な
ど
の
満
足
度
も
向
上
す
る
と
い
う

好
循
環
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る（
図
表
4
）。

　
（
2
）
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
の
た
め

の
住
民
の
理
解
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

　

奈
良
県
明
日
香
村
で
は
、
飛
鳥
ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
、

11
年
か
ら
教
育
旅
行
と
し
て
学
生
を
受
け

入
れ
て
民
家
ス
テ
イ
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
12
年
か
ら
は
海
外
の
学
生
も
受
け
入

れ
て
い
る
。
同
事
業
が
始
ま
っ
た
背
景
と

し
て
は
、
明
日
香
村
の
観
光
が
日
帰
り
中

心
の
通
過
型
観
光
で
あ
り
、
明
日
香
村
で

の
消
費
額
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、
村
内

居
住
者
の
高
齢
化
進
展
・
産
業
の
衰
退
な

ど
、
村
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
、
有
効
な
地
域
活
性
化
策
を
模

索
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
民
家
ス
テ
イ
事
業
で
は
、
み
そ
作
り
、

農
作
業
、
寺
社
仏
閣
の
手
伝
い
、
手
打
ち

う
ど
ん
作
り
、
浴
衣
着
付
け
、
茶
道
の
稽

古
、
和
菓
子
作
り
、
ま
き
割
り
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
な
ど
、
受
け
入
れ
家
庭
ご
と
に
趣

味
や
家
業
を
活い

か
し
た
体
験
を
す
る
こ
と

16.5％

67.9％

意識が高い、理解がある、協力的
意識が低い、関心がない、理解がない
その他

15.6％

意識が高い、理解がある、意欲的
意識が低い、関心がない、消極的
その他

25.3％

67.5％

7.1％

【住民の意識】（Ｎ＝109） 　【観光事業者の意識】（Ｎ＝154）

7.1％

（出所）一般財団法人地域活性化センター「『インバウンド観光施策』
の現状と課題　調査研究報告書」をもとに日本総研作成

〈図表3〉インバウンド観光の推進に対する住民
　　　  および観光事業者の意識

旅人

4つの
HAPPY

ワカモノ

住民 地元企業

期待以上のその土地
ならではの魅力に
触れられる

自分の住む場所に
誇りを持てる

やりがいある仕事と
新たなライフスタイルを
得られる

旅人の
「もう一泊、
もう一食」が
生まれる

（出所）「美ら地球」提供資料をもとに日本総研作成

〈図表4〉「美ら地球」が実施する
　　　  事業の好循環の意識
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が
で
き
る
。
海
外
か
ら
は
、
ア
ジ
ア
や

A
S
E
A
N
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）

各
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
欧
米
や
中
東
か

ら
も
教
育
旅
行
生
が
数
多
く
訪
れ
て
お
り
、

12
〜
14
年
度
ま
で
の
海
外
か
ら
の
受
け
入

れ
人
数
（
累
計
）
は
、
約
1
3
0
0
人
に

上
る
。

　

こ
の
よ
う
な
教
育
旅
行
生
の
受
け
入
れ

は
、
明
日
香
村
の
「
若
い
フ
ァ
ン
」
を
つ

く
る
こ
と
に
繋
が
り
、
帰
国
後
に
次
は
家

族
で
明
日
香
村
を
訪
れ
た
り
、
大
人
に
な

っ
て
か
ら
再
び
明
日
香
村
を
訪
れ
る
と
い

う
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
非
常
に
有
意
義
な
取

り
組
み
で
あ
る
。
た
だ
、
1
校
受
け
入
れ

る
た
び
に
数
十
か
ら
数
百
人
の
学
生
が
一

度
に
宿
泊
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、「
語

学
の
壁
」
も
勘
案
す
る
と
、
十
分
な
受
け

入
れ
家
庭
を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
担
当

者
が
一
軒
一
軒
丁
寧
に
説
明
に
赴
き
、
民

家
ス
テ
イ
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
こ

と
を
繰
り
返
し
て
き
た
結
果
、
徐
々
に
受

け
入
れ
家
庭
が
増
え
て
き
た
と
い
う
。
当

然
、
受
け
入
れ
家
庭
専
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
年
6
回
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
一
度
受
け
入
れ
を
体
験
す
る

と
「
も
う
一
度
受
け
入
れ
た
い
」
と
希
望

す
る
家
庭
も
増
え
、
仮
に
言
葉
が
通
じ
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
海
外
の
学
生
も
受
け

入
れ
家
庭
も
と
も
に
満
足
す
る
よ
う
な
環

境
が
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
こ
の

よ
う
に
、
地
域
全
体
の
協
力
を
仰
が
な
け

れ
ば
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
困
難
な
事
業
を

実
施
す
る
場
合
は
特
に
、
事
業
に
関
す
る

共
通
認
識
・
意
識
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ

り
、
地
道
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
際
、（
1
）
で
述
べ
た
通
り
、
事
業

に
携
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
の
満
足
度

が
向
上
す
る
と
い
う
好
循
環
を
生
み
出
す

仕
組
み
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
（
3
）
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
担
う
地

域
人
材
の
育
成
（
富
山
県
）

　

富
山
県
で
は
、
①
お
も
て
な
し
力
の
向

上
②
お
客
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
観
光
ガ

イ
ド
の
育
成
③
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
─
を
目
指

し
、
11
年
6
月
に
「
と
や
ま
観
光
未
来
創

造
塾
」
を
開
講
し
た
。
当
初
か
ら
の
設
置

コ
ー
ス
は
、
①
観
光
お
も
て
な
し
入
門
コ

ー
ス
②
観
光
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
③
観
光
魅
力

ア
ッ
プ
コ
ー
ス
─
の
三
つ
で
あ
り
、
受
講

者
が
受
講
料
を
支
払
っ
て
一
流
の
講
師
陣

に
よ
る
指
導
を
受
け
る
も
の
で
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
の
人
材
育
成
に
特
化
し
た
も

の
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
外
国
人
旅
行

者
の
急
増
な
ど
を
踏
ま
え
、
地
域
資
源
を

活
か
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

企
画
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
15

年
度
に
同
塾
に
四
つ
目
の
コ
ー
ス
と
し
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
」
が
新
設
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
富
山
県
内
に
お
い
て
外
国
人
向

け
の
着
地
型
観
光
事
業
を
起
業
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
育
成
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
三
つ
の

コ
ー
ス
と
異
な
り
、
外
国
人
向
け
ツ
ア
ー

の
現
場
で
実
際
に
働
き
な
が
ら
起
業
・
就

業
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
雇

用
型
訓
練
コ
ー
ス
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

前
述
し
た
「
美
ら
地
球
」
で
の
約
半
年
間

の
実
務
研
修
や
海
外
研
修
な
ど
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
実
際
に

事
業
立
ち
上
げ
が
可
能
と
な
る
レ
ベ
ル
の

事
業
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人
材
育
成
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
多
く
は
、
観
光

事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
会
や
外

国
語
対
応
の
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
・
ガ
イ
ド

の
育
成
に
注
力
さ
れ
て
き
た
が
、
富
山
県

が
新
た
に
取
り
組
む
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス

は
、
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
中
心

的
に
担
う
事
業
者
を
生
み
出
す
と
い
う
点

で
画
期
的
な
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
。

結
語

　

本
稿
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
推

進
す
る
に
当
た
り
、
必
要
と
な
る
地
域
の

関
係
者
の
共
通
認
識
・
意
識
の
醸
成
や
人

材
の
育
成
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
い
う
と
多
言
語
対
応
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
は
じ
め
「
言
語
」

の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の

み
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
場
合
も
見
受
け
ら

れ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
重
視
し
て

い
く
地
域
で
は
、
当
然
、
言
語
に
対
応
す

る
た
め
の
取
り
組
み
は
必
要
な
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
真

に
促
進
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
根
底
に
あ
る
取
り
組
み
は
、
地
域
の

関
係
者
の
共
通
認
識
・
意
識
の
醸
成
、
そ

し
て
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
中
心

的
に
担
う
人
材
の
育
成
で
あ
る
。
前
述
の

通
り
、
全
地
域
に
通
じ
る
全
く
同
じ
解
決

策
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で

「
他
人
ご
と
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
「
自
分
ご
と
」
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
環
境
を
時
間
を
か
け
て

地
道
に
作
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促
進
は
、
確
か

に
地
方
創
生
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

通
じ
た
地
域
の
意
識
改
革
や
人
材
の
育
成

自
体
が
地
方
創
生
そ
の
も
の
と
も
言
え
る
。


